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現
在
平
成
２
８
年
度
の
事
業
・
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
２
２
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
担
当

い
た
だ
く
新
「
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
」
は
ほ
ぼ
決
ま
っ

て
い
ま
す
が
、「
常
任
委
員
」
が
未
定
で
す
。

常
任
委
員
は
、
部
会
な
ど
の
担
当
や
イ
ベ
ン
ト

を
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
新
任
の
方
は

無
任
所
と
し
て
、
時
間
の
許
す
範
囲
の
活
動
で

結
構
で
す
。

今
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
方
や
こ
れ
ま
で
ブ
ロ

ッ
ク
委
員
の
経
験
の
方
は
、
自
薦
他
薦
を
問
い

ま
せ
ん
、
是
非
積
極
的
に
立
候
補
を
お
願
い
し

ま
す
。

高
台
の
皆
さ
ん
を
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
立
候
補
は
三
原
（
９
５
４
・
７
４

９
６
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
２
７
回
「
友
好
祭
」
が
、
３
月
６
日
（
日
）

１
０
時
か
ら
、
長
五
小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
主
催
で
長
五
小
グ
ラ
ン
ド
と
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
す
（
雨
天
決
行
）。

長
五
小
音
楽
ク
ラ
ブ
や
長
四
中
吹
奏
楽
部

の
演
奏
、
う
ど
ん
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
焼
い
も

な
ど
の
屋
台
、
先
生
方
の
手
作
り
コ
ー
ナ
ー
、
ダ

ー
ツ
や
三
輪
車
レ
ー
ス
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ナ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
餅
つ
き
大

会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

豪
華
景
品
の
当
た
る
抽
選

会
も
あ
り
、
割
引
の
前
売

券
も
発
売
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
全
戸
配
布
の
長
五

小
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

ニ
ュ
ー
ス
１
５
号
（
２
月

１
５
日
付
、
広
報
長
岡
京

と
同
時
配
布
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

第
５
５
回
「
き
ず
な
の
会
」
が
、
２
月
１
８

日
（
木
）
に
中
小
路
市
長
を
囲
ん
で
「
長
岡

京
の
こ
れ
か
ら
ー
聞
き
た
い
こ
と
・
言
い
た

い
こ
と
ー
」
と
題
し
て
あ
り
ま
す
。
場
所
は

さ
く
ら
会
館
、
開
始
時
刻
は
い
つ
も
と
違
っ

て
１
５
時
か
ら
で
す
。

「
環
境
」「
教
育
」「
町
づ
く
り
」「
高
齢
化
対
策
」

「
子
育
て
」「
認
知
症
対

策
」「
廃
棄
物
」「
Ｉ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
」
な
ど
な
ど
、
私

た
ち
や
高
台
に
身
近
な
こ

と
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会

に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
質
問
大
歓
迎
で
す
。
申
込

不
要
・
参
加
無
料
で
す
。

大
山
崎
円
明
寺
宅
地
開
発
の
円
明
寺
地
域

造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
臨
時

の
工
事
説
明
会
が
、
２
月
２
０
日
（
土
）
１

７
時
か
ら
さ
く
ら
会
館
で
あ
り
ま
す
。
関

係
者
の
方
は
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
直
接
業

者
に
ご
意
見
を
お
話
し
下
さ
い
。

２
８
年
度
に
向
け
て
組
織
改
革
を
検
討
し
て
い

ま
す
。
現
在
高
齢
化
に
対
応
す
る
組
織
と
し
て
、

「
福
祉
部
会
」「
民
生
委
員
」「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

（
高
台
安
心
見
守
り
隊
）」「
き
ず
な
の
会
」「
た

か
む
ろ
会
」
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
敬
老
昼
食
会
主

催
・
高
齢
者
フ
ォ
ロ
ー
・
映
画
会
と
懇
談
会
・
高

齢
者
へ
の
講
演
会
・
高
齢
者
会
合
を
行
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
組
織
化
す
る
た
め
、
福
祉

部
会
を
発
展
的
に
解
消
し
「
シ
ニ
ア
部
会
（
仮

称
）」
の
創
設
を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
民

生
委
員
も
参
加
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
メ
ン

バ
ー
と
し
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
き
ず
な
の
会
・

た
か
む
ろ
会
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
活
動
い
た

だ
き
ま
す
。

ま
た
現
在
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
が
属
す
部
会
に
は
、

「
①
美
化
衛
生
部
会
」（
主
に
公
園
除
草
、
ア
ル

ミ
缶
回
収
）、「
②
防
犯
防
災
部
会
」（
主
に
避
難

訓
練
、
年
末
夜
回
り
）、「
③
福
祉
部
会
」（
主
に

敬
老
昼
食
会
、
募
金
）、「
④
ス
ポ
レ
ク
部
会
」（
主

に
市
民
大
運
動
会
）、「
広
報
部
会
」（
主
に
広
報

物
制
作
・
取
材
）、「
環
境
部
会
」（
開
発
計
画
の

あ
っ
た
場
合
に
対
応
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

う
ち
後
二
者
は
部
員
の
い
な
い
部
会
で
す
が
、

今
後
「
④
ス
ポ
レ
ク
」
も
部
員
の
い
な
い
部
会
と

し
て
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
の
負
荷
を
軽
減
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
案
の
段
階
で
、
最
終
的
に
は
４
月
の
総

会
で
審
議
い
た
だ
き
決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
丁
目  

川
瀬
裕
子

さ
ん

<

い
つ
頃
高
台
に>

西
向
日
に
い
た
の
で
す
が
主
人

の
定
年
を
機
に
、
緑
豊
か
で
交

通
の
便
も
い
い
高
台
に
１
９
年

前
に
越
し
て
き
ま
し
た
。
高
台
に
来
て
か
ら
は
、

天
木
会
長
の
時
に
主
人
が
常
任
委
員
と
な
っ
て
、

さ
く
ら
会
館
建
設
な
ど
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

私
自
身
も
ブ
ロ
ッ
ク
委
員
を
経
験
し
て
、
自
治

会
活
動
や
地
域
の
こ
と
が
よ
く
分
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

<

ご
趣
味
は>

歌
が
好
き
で
乙
訓
で
も
創
立
５
５
年
と
一
番
古

い
向
日
市
女
声
合
唱
団
ク
ー
ル
メ
ー
ル
に
属
し

て
、
ソ
プ
ラ
ノ
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
父
が
謡
曲

を
教
え
て
い
た
関
係
で
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
能

楽
の
世
界
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
娘
も
謡
曲

と
仕
舞
を
し
て
い
て
、
毎
年
東
京
の
国
立
能
楽

堂
で
の
公
演
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

<

敬
老
昼
食
会
で
公
演
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が>

趣
味
の
延
長
で
２
０
年
前
に
音
楽
療
養
を
取
り

入
れ
た
訪
問
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ブ
ー
フ
ー

ウ
ー
京
都
」
を
立
ち
上
げ
そ
の
代
表
を

し
て
い
ま
す
。
１
３
人
の
会
員
が
い
て
、

主
に
乙
訓
の
病
院
や
福
祉
施
設
を
訪
問

し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
映
す
「
紙
し

ば
い
」
や
、
皆
ん
な
で
歌
う
歌
の
指
導

を
し
て
い
ま
す
。
演
目
は
日
本
昔
話
や

世
界
名
作
な
ど
で
５
０
以
上
あ
り
、
会
員
は
語

り
や
楽
器
演
奏
が
セ
ミ
プ
ロ
級
で
、
毎
回
喜
ん

で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
高
台
の
敬
老
昼
食
会

で
は
毎
年
、
紙
し
ば
い
や
懐
か
し
の
唄
を
歌
う

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
光
明

寺
で
月
１
回
早
朝
に
法
話
の
会
が
あ
る
の
で
す

が
、
そ
こ
で
仏
讃
歌
や
季
節
の
歌
の
歌
唱
指
導

も
し
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
こ
れ
ら
の
活
動
で
京
都
府
知
事
や
社

会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
表
彰
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

添
え
る
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
仲
間
と

共
に
元
気
に
や
り
続
け
る
こ
と
が
、
私
の
生
き

が
い
で
一
番
の
幸
せ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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自治会設立
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「どうにもこうに
もならん 春やけ
ど 梅の花だけは
咲いて けつかる」

大久保彦左衛門

長
岡
京
市
に
あ
る
５
７
自
治
会
の
中
で
、
高
台
自

治
会
は
活
発
な
活
動
で
知
ら
れ
ま
す
。
他
地
域
で

は
役
員
は
１
年
毎
の
順
番
制
が
多
く
、
そ
れ
ら
地

域
の
自
治
会
長
さ
ん
は
異
口
同
音
に
「
一
年
毎
の

順
番
制
で
は
う
ま
く
行
か
な
い
。
常
任
委
員
制
度

に
す
べ
き
だ
」
と
い
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
高
台
が

円
滑
で
活
発
な
活
動
が
で
き
る
の
は
、
早
く
か
ら

常
任
委
員
制
度
を
と
っ
て
き
た
た
め
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

常
任
委
員
に
な
れ
ば
、
自
治
会
活
動
に
し
ば
ら
れ

て
ほ
か
の
事
は
何
も
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
常
任
委
員
で
、
フ
ル
タ
イ

ム
の
お
仕
事
を
お
持
ち
の
方
も
い
ま
す
。
一
年
の

行
事
の
中
で
自
分
の
で
き
る
部
分
だ
け
を
担
当

い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

ぜ
ひ
常
任
委
員
に
立
候
補
い
た
だ

き
、
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

      

（
自
治
会
会
長

三
原
）

昨年は雨天で体育館で実施

中小路市長

第 2４回「ふれあいサロン

（映画会）」が、２月 2９日

（月、毎月最終月曜）１４時

からさくら会館であります。

テレビの普及していなかっ

た昔、ニュースは映画館で映

画の合間に上映されるニュ

ース映画で見ました。その懐

かしいニュース映画で、「も

はや戦後ではない」といわれ

た昭和３０・３１年を見たい

と思います。

楽しい修学旅行・終戦十年・

クイズ大流行・２つの歌声・

昭和天皇・力道山対ルーテー

ズなど、青春時代にみた懐か

しい映像が目の前に蘇り、し

ばしの時間旅行を楽しむこ

とができます。

映画会の後、喫茶や酒類を楽

しみながら歓談します。参加

自由、申

し込み不

要、無料

です。

ふれあいサロン（映画会）
さ
く
ら
会
館
２
月
度
清
掃
を
、
１
５
Ｂ
と
１

６
Ｂ
の
１
３
名
で
行
い
ま
し
た
。
次
回
３
月

度
は
１
２
日
（
土

役
員
会
の
日
）
１
０
時
か

ら
で
、
当
番
は
１
７
Ｂ
と
１
８
Ｂ
で
リ
ー
ダ

ー
は
大
﨑
さ
ん
で
す
。
１
月
度
さ
く
ら
会
館

の
部
屋
利
用
は
１
４
回
で
し
た
。

ブーフーウー京都

▼
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
の
猟

友
会
の
発
砲
が
、
２
月
２
３
日
（
火
）
に
天
王
山
一

帯
で
あ
り
ま
す
（
雨
天
２
４
日
）。
当
該
地
に
は
告

知
看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
入
山
時
に

確
認
い
た
だ
き
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
第
２
４
回
「
長
岡
京
展
」
が
３
月
４
日
（
金
）
か

ら
３
日
間
、
バ
ン
ビ
オ
一
番
館
２
階
と
３
階
で
あ

り
ま
す
。
市
民
の
日
本
画
・
洋
画
・
書
・
写
真
・
工

芸
の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
毎
年
高
台
の
皆
さ
ん
の

作
品
も
多
く
入
賞
し
て
い
ま
す
（
入
賞
さ
れ
た
方

は
三
原
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）。

▼
第
２
回
「
な
が
お
か
き
ょ
う
福
祉
ま
つ
り
」
が
、

３
月
６
日
（
日
）
１
１
時
か
ら
１
５
時
ま
で
、
産
業

文
化
会
館
で
あ
り
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
・
模
擬

店
・
バ
ザ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
長
岡
京
市
特
別
歴
史
講
演
会
「
弟
国
宮
と
継
体

天
皇
」
が
、
３
月
９
日
（
水
）
１
３
時
３
０
分
か
ら

中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま
す
。

講
師
は
京
産
大
名
誉
教
授
の
井
上
満
郎
氏
で
、
１

５
０
０
年
前
長
岡
京
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
継
体
天

皇
の
都
に
つ
い
て
の
お
話
し
が
あ
り
ま
す
。

▼
第
３
回
「
認
知
症
学
習
会
と
健
康
体
操
」
が
、

３
月
１
２
日
（
土
）
１
３
時
３
０
分
か
ら
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
第
二
天
神
の
杜
で
あ
り
ま
す
。
認
知

症
ケ
ア
専
門
士
土
井
輝
子
さ
ん
と
ボ
デ
ィ
セ
ラ
ピ

ス
ト
西
田
博
美
さ
ん
が
講
師
で
す
。
申
込
み
不
要
、

参
加
無
料
で
す
。

日程一覧（詳細は本文中にあります）

  ２ 月

18日(木) きずなの会

20日(土) 宅地工事説明会

23日(火) 有害鳥獣捕獲

29日(月) ふれあいサロン (映画会)

  ３ 月

4日(金) 長岡京展(～6 日)

6日(日) 友好祭

ながおかきょう福祉祭り

9日(水) 弟国宮と継体天皇講演会

12日(土) 認知症学習会と健康体操


